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文　唐澤 剛

微
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
未
婚
者

の
３
人
に
１
人
は
交
際
を
望
ん
で
い
ま
せ

ん
。「
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」
の
理
想
像

は
、男
女
と
も
に「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
」

が
初
め
て
最
多
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
相
手
の
条
件
と
し
て
、
男
性
は
女

性
の
経
済
力
を
重
視
ま
た
は
考
慮
す
る
よ

う
に
な
り
（
48
・
２
％
：
前
回
調
査 

41
・

９
％
）、 

女
性
は
男
性
の
家
事
・
育
児
の
能

力
や
姿
勢
を
重
視
す
る
割
合
が
大
き
く
上

昇
し
て
い
ま
す
（
70
・
２
％
：
前
回
調
査 

57
・
７
％
）。
ま
た
、「
結
婚
し
た
ら
子
ど

も
を
持
つ
べ
き
」
や
「
女
ら
し
さ
や
男
ら

し
さ
は
必
要
」
へ
の
支
持
が
低
下
し
て
い

ま
す
。

(2) 

夫
婦
調
査

職
場
や
友
人
を
介
し
た
結
婚
が
減
り

（
21
・
４
％
）、
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア

プ
リ
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
知
り
合
っ
た
夫
婦
が
最
近

の
結
婚
の
13
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

45
～
49 

歳
夫
婦
の
最
終
的
な
平
均
出
生

子
ど
も
数
は
、晩
婚
化
を
背
景
に
減
少（
１
・

81 

人
：
前
回 

調
査
１
・
86 

人
）
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
図
２
の
よ
う
に
、
夫
婦
の

平
均
予
定
子
ど
も
数
は
横
ば
い
（
２
・
01 

人
：
前
回
調
査 

２
・
01 

人
）
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

理
想
の
数
の
子
を
持
た
な
い
理
由
と
し

て
「
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り
す

ぎ
る
か
ら
」
を
選
ぶ
夫
婦
の
割
合
は
全
体

で
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
最

多
の
選
択
率
（
52
・
６
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

不
妊
の
検
査
・
治
療
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
夫
婦
は 

18
・
２
％
か
ら 

22
・
7
％（
４
・

４
組
に
１
組
）
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
第

１
子
出
産
前
後
の
妻
の
就
業
継
続
率
は
５

年
間
で
５
割
台
か
ら 

約
７
割
に
上
昇
し
て

い
ま
す
。
就
業
継
続
率
は
、
第
１
子
の
妊

娠
が
分
か
っ
た
と
き
に
就
業
し
て
い
た
妻

が
、
第
１
子
が
１
歳
の
と
き
も
就
業
し
て

い
た
割
合
で
す
。
就
業
継
続
者
の 

79
・
２
％

は
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、人
口
統
計
の
う
ち
婚
姻（
結
婚
・

離
婚
）
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1
．�

令
和
3
年
の
婚
姻（
結
婚
・
離
婚
）
の

状
況

厚
生
労
働
省
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
「
令
和
３
年
人
口
動
態
統

計
（
確
定
数
）」
を
見
る
と
、
婚
姻
件
数

は
50
万
１
１
３
８
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

婚
姻
件
数
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
昭
和
22

（
１
９
４
７
）
年
に
は
約
90
万
件
で
し
た

が
、
数
年
後
に
は
一
旦
約
70
万
件
ま
で
減

少
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
再
び
増
加
に
転

じ
、
団
塊
の
世
代
が
結
婚
適
齢
期
を
迎
え

た
昭
和
47
年
に
は
１
０
９
万
９
９
８
４
件

と
過
去
最
大
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
婚

姻
件
数
最
大
の
時
代
は
、
第
２
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
の
時
代
と
重
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

婚
姻
件
数
は
減
少
を
続
け
、
今
日
で
は
約

50
万
件
と
ピ
ー
ク
時
の
半
数
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

令
和
３
年
の
離
婚
件
数
は
、
18
万 

４
３
８
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
離
婚

件
数
の
年
次
推
移
を
み
る
と
、
昭
和
38

（
１
９
６
３
）
年
ま
で
は
減
少
傾
向
で
推
移

し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）

年
以
降
増
加
傾
向
を
示
し
、
昭
和
59

（
１
９
８
４
）
年
か
ら
昭
和
63
（
１
９
８
８
）

年
に
一
旦
減
少
し
た
も
の
の
、
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
に
は
約
29
万
件
と
ピ
ー
ク

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
15
（
２
０
０
３
）

年
以
降
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
は
、
婚
姻
が
約
50
万
件
、
離

婚
が
約
18
万
件
で
す
か
ら
、
大
括
り
に
言

う
と
結
婚
３
組
に
対
し
、
離
婚
が
1
組
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
．�

令
和
３
年（
２
０
２
１
）
社
会
保
障
・

人
口
問
題
基
本
調
査�

「
結
婚
と
出
産
に

関
す
る
全
国
調
査（
第
16
回
出
生
動
向

基
本
調
査
）
」
結
果
か
ら
見
た
結
婚
に

関
す
る
状
況

こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
調
査
で
、

全
国 

１
０
０
０ 

調
査
区
に
居
住
す
る
18 

歳
以
上 

55
歳
未
満
の
独
身
者
と
妻
の
年
齢

が 

55 

歳
未
満
の
夫
婦
（
回
答
者
は
妻
）
に

対
し
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
６
月
に

実
施
し
た
も
の
で
す
。

(1)  

独
身
者
調
査 

～
未
婚
者
の
結
婚
・
出
産

に
対
す
る
考
え
方
～ 

図
１
の
よ
う
に
、「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ

も
り
」
と
考
え
る
18
～
34
歳
の
未
婚
者
は
、

男
女
、
年
齢
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
違
い
を

問
わ
ず
減
少
し
て
い
ま
す
。
男
性
は
81
・

４
％
、
女
性
84
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
８
２
年
に
は
、
男
性
が
95
・
９
％
、

女
性
が
94
・
２
％
と
い
う
水
準
で
し
た
。「
一

生
結
婚
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
い
う
割

合
も
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
上
昇
し
、

男
性
17
・
３
％
、
女
性
14
・
６
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

恋
人
と
交
際
中
の
割
合
は
男
性
21
・
１
％

で
横
ば
い
、
女
性
27
・
８
％
で
前
回
か
ら

わが国の人口（4）
婚姻

医療
第
○
回

基
盤
乃
学

インフラノマナビ

39

図 1 調査別にみた、未婚者の生涯の結婚意思

図 2  調査別にみた、夫婦の平均理想子ども数と平均予定子ども数
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出典：�国立社会保障・人口問題研究所「第16回出生動向基本調査�
（結婚と出産に関する全国調査）


